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那
覇
市
歴
史
博
物
館

　

湧
田
古
窯
展

　

学
芸
員
が
毎
月
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
常
設
展
示

の
解
説
を
し
ま
す
。10
月
は「
琉
球
陶
器
の
源

流
・
湧
田
窯
」と
題
し
、

沖
縄
で
初
め
て
陶
器

生
産
が
伝
わ
っ
た
と
さ

れ
る
湧
田
窯
に
つ
い
て
、

歴
史
や
資
料
の
紹
介

を
交
え
解
説
し
ま
す
。

　

今
や
多
く
の
人
々
で
に
ぎ
わ
う
泉
崎
に
は
、か

つ
て
沖
縄
陶
器
の
源
流
と
な
る
窯
場「
湧
田
窯
」

が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

　

湧
田
窯
で
は
、
瓦
の
生
産
か
ら
始
ま
り

1
6
1
6
年
の
朝
鮮
人
陶
工
来
訪
を
機
に
陶
器

生
産
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
は
今
ま
で
無

か
っ
た
沖
縄
の
陶
器
の
誕
生
と
同
時
に
、
現
在

の
「
ヤ
チ
ム
ン
」
の
源
流
が
こ
の
地
に
現
れ
た
出

来
事
と
い
え
ま
す
。

　

本
展
で
は
湧
田
窯
の
実
物
資
料
な
ど
を
通

し
、
湧
田
窯
の
歴
史
の
ほ
か
現
代
の
陶
工
に
よ

る「
湧
田
の
平
窯
」復
元
の
試
み
を
紹
介
し
ま
す
。

壺
屋
統
合
か
ら
３
４
０
年
を
迎
え
る
今
年
、
現

在
の
ヤ
チ
ム
ン
の
源
流
・
湧
田
窯
を
見
つ
め
る

展
示
会
を
行
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

学
芸
員
と
展
示
を
見
よ
う

〜
常
設
展
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
〜

費
常
設
展
観
覧
料
が
必
要
で
す（
大
学
生
以
下
無
料
）

申
不
要
。開
始
10
分
前
か
ら
１
階
入
口
で
受
付
。

定
先
着
20
人

日
10
月
16
日（
日
）10
時
〜
11
時 

主
催
壺
屋
焼
物
博
物
館

費
無
料

場
３
階
企
画
展
示
室

期
11
月
1
日（
火
）〜
27
日（
日
）

期
10
月
24
日（
月
）ま
で

期
10
月
24
日（
月
）ま
で

場
常
設
展
示
室

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、施
設
の
臨
時
休
館
や
、催
し
物
が
中
止・変
更
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。事
前
に
各
お
問
合
せ
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

壺
屋
焼
物
博
物
館（
那
覇
市
壺
屋
１
丁
目
９
番
32
号
）

開
館
時
間
▼
10
時
〜
18
時（
入
館
は
17
時
30
分
ま
で
）

休
館
日
▼
月
曜※

休
日
の
場
合
は
開
館

常
設
展
示
観
覧
料
▼
一
般
３
５
０
円（
大
学
生
以
下
無
料
）

☎
８
６
２
・
３
７
６
１　
　
８
６
２
・
３
７
６
２

FAX

那
覇
市
歴
史
博
物
館（
パ
レ
ッ
ト
く
も
じ
４
階
）

開
館
時
間
▼
10
時
〜
19
時　
休
館
日
▼
木
曜

観
覧
料
▼
一
般
３
５
０
円（
大
学
生
以
下
無
料
）
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FAX

壺
屋
焼
物
博
物
館

第
52
回
那
覇
大
綱
挽
関
連
展
示

「
那
覇
四
町
綱
之
図
」

うちな～ぐちや
あじくーたーぷち

は
ー
え
ー

　
ご
ん
ご
ん

意
▼一生
懸
命 

走
る 例

▼
運
動
会
ん
じ
ぇ
ー
、 

は
ー
え
ー
ご
ん
ご
ん
し
、 

ち
ば
り
よ
ー

（
運
動
会
で
は
、 一生
懸
命 

走
っ
て 

が
ん
ば
っ
て
ね
ー
）

那
覇
市
文
化
協
会
☎
8
6
1
・
1
9
0
9

問

　

琉
球
王
国
時
代
の
那
覇
は
、東
村・西
村・若

狭
町
村
・
泉
崎
村
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、那

覇
四
町
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

沖
縄
県
設
置
後
は
、久
米
村
・
泊
村
が
那
覇

に
入
り
、１
９
０
３
年
に
垣
花
村・牧
志
村
が
編

入
さ
れ
、戦
前
の
那
覇
市
域
が
確
定
し
ま
す
。

　

那
覇
の
綱
挽
は
、東
村・西
村
を
手
元
村（
主

催
）と
し
、若
狭
町
村
・
泉
崎
村
は
そ
れ
ぞ
れ
二

つ
に
分
か
れ
東
村
・
西
村
の
加
勢
に
付
き
ま
し

た
。こ
れ
を
大
綱
と
呼
び
、王
国
時
代
は
主
に

薩
摩
藩
役
人
の
接
待
行
事
と
し
て
行
わ
れ
、そ

の
後
も
記
念
行
事
の
際
に
、旗
頭
行
事
と
と
も

に
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、那
覇
大
綱

挽
関
連
展
示
と
し
て

王
国
時
代
の
大
綱
の

様
子
を
描
い
た「
那
覇

四
町
綱
之
図
」
を
特

別
公
開
し
ま
す
。

国
宝
尚
家
資
料
10
月
の
特
別
展
示

「
小
柄
の
紅
型
衣
裳
／
朱
漆
の
漆
器
」　

空色地葦雁文様
紅型木綿衣裳

湧田の平窯（撮影：矢沢 秀雄氏）

作者不詳「那覇四町綱之図」（19～20世紀）
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